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はじめに 

 

未来を担う子どもたちは、家庭にとっても社会にとってもいちば

んの宝であり、その健やかな育ちはすべての市民の願いです。 

本市の未来を次の世代に引き継ぐためには、子どもたちや子育て

する家庭を応援し、 将来に夢と希望を持って成長できるような環境

を整えていかなければなりません。 

 本調査結果から見えた課題、また、取り組むべき方向性について

は、今後も関係機関の連携強化を図り、さらに効果的な支援に取り

組んでまいります。 

 この調査にご協力いただいた児童生徒及び保護者の皆さま及び関

係各位に感謝申しあげます。 

 

平成２９年９月           

館  
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①本調査における有効回答数とは、調査項目のうち３分の１以上を回答した

調査票の数をいいます。 

②回答数の割合「％」は、有効回答数に対し、それぞれの回答数の割合を小

数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選

択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない

場合があります。 

③単純集計においては、単数回答で複数の回答があった場合、未回答または

各選択肢の割合により有効回答数に合わせた回答数の調整をしています。 

一方、クロス集計においては、回答数を調整せずにそのまま分析をしている

ため、同じ設問であっても単純集計とクロス集計で回答数の相違が生じてい

る場合があります。 
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